






































情報ありF（3, 1256）=2.46 p <.10，なしF（3, 1256）=2..61 p <.10
 「寛容な信頼の」主効果も，事前情報あり/なしとも有意





















































第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子
ほとんどの人は信頼できる 0.88 -0.02 -0.03 0.04 0.01
ほとんどの人は基本的に善良で親切である 0.88 -0.03 0.01 -0.05 0.00
ほとんどの人は他人を信頼している 0.82 -0.06 0.02 0.01 -0.01
ほとんどの人は基本的に正直である 0.77 -0.04 -0.02 -0.01 -0.04
私は人を信頼するほうである 0.60 0.09 -0.02 0.05 0.10
たいていの人は，人から信頼された場合，
　同じように相手を信頼する 0.57 0.17 -0.03 0.01 -0.04
何度も失敗してきた人でも，面倒を見続けてやれば，
  いつか成果をあげることができる 0.03 0.73 0.11 0.13 -0.18
失敗した人を許してあげることが相手の行動を
　変えることにつながる 0.09 0.71 0.01 -0.02 -0.07
仕事に失敗した相手にも，再挑戦の機会を与えてあげるべきだ -0.05 0.68 -0.07 -0.09 0.16
誰にでも失敗はあるのだから，仕事に失敗した人のことは
　許してあげるべき -0.03 0.67 -0.03 -0.04 0.09
素性のわからない相手であっても，気にせず仕事を依頼する -0.01 -0.09 0.69 0.04 -0.11
新しい仕事を依頼するときには，相手の過去の評判や
  業績のことは気にしない -0.05 0.03 0.66 -0.03 -0.01
過去に仕事を依頼して失敗したことのある人にも，
  再び仕事を頼むことができる -0.04 0.16 0.54 0.06 0.08
少しでも見込みがありそうならば，どんな人であろうと
  仕事を依頼してみる 0.03 0.16 0.36 -0.08 0.17
他人に迷惑をかける人とはつきあわない(逆転) 0.01 0.09 -0.02 0.75 -0.04
苦手な人とはつきあいをやめる（逆転） 0.04 -0.04 0.06 0.55 0.19
まわりに合わせられない人は，他の人から
  避けられても仕方がない（逆転） -0.03 -0.11 0.00 0.44 0.06
自分と意見や価値観が違う人とも気にせずつきあう 0.08 -0.09 0.22 0.07 0.55
いろいろな意見や価値観を持った人がいるのは健全なことだと思う 0.02 0.09 -0.05 -0.22 0.53
自分の考えと違う意見は聞きたくない（逆転） -0.08 0.01 -0.20 0.28 0.52
第1因子　（一般的）信頼 ―
第2因子　寛容な信頼（サンクション） 0.21 ―
第3因子　寛容な信頼（マッチング） 0.37 0.41 ―
第4因子　（行為的）寛容 0.03 -0.31 0.11 ―
第5因子　（態度的）寛容 0.09 0.56 0.10 -0.25 ―
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図2 事前情報のない対象への寛容な信頼の違い
によるミスに対する許容限度の条件間結果
【まとめ】
◆ 「信頼，「寛容」と異なる「寛容な信頼」の存在を確認
◆ 「寛容な信頼」の高いとミスへの許容度高いが，そこに一定の限度あり
◆ 「寛容な信頼」の高い方が，過去にミスを犯した人との関係構築に積極的
